
 周年放牧等を活用した国産良質赤身牛肉生産・評価技術の開発 

〔研究タイプ〕 
 研究成果実用型A 
〔研究期間〕 
平成２５年～２７年（３年間） 

250５１C 
分  野 適応地域 

畜産－飼養管理 

  肉専用種肥育経営において２％に留まっている飼料自給率の向上は急務である。また、近年健康指向か

ら我が国消費者の食品一般に対する選択行動として過度の脂質摂取を控える傾向がみられ、牛肉に関して

も赤身牛肉に対する需要が次第に高まっている。そこで、褐毛和種周年放牧体系の高栄養化により国産飼

料率80％以上を実現し、褐毛和種赤身牛肉の特質を表現できる評価手法を開発する。 

① 暖地無積雪地域の周年放牧肥育技術については現地実証試験農家が研究期間中に3頭を出荷し、その
後も継続して放牧肥育に取り組む意向であり、現在牛7頭を放牧中である。 

② 放牧草地管理技術や褐毛和種牛飼養技術等を解説した生産者向け技術マニュアルを刊行するとともに、
販売業者や消費者に向けた褐毛和種の放牧牛肉レシピ集を刊行、配布した。 

③ 枝肉断面の外観からの赤身牛肉を評価する手法は、枝肉共励会の審査に複数回適用され、有効性が明
らかになったことから、現在の格付システムへの導入を模索する。 

① 暖地無積雪地域、高標高寒冷地域、亜熱帯地域のそれぞれにおいて、褐毛和種去勢牛を用いた国産飼
料自給率80％以上の周年放牧肥育技術を開発した。 

② 褐毛和種赤身牛肉の枝肉断面の外観から筋肉面積の大きさを評価できる手法、及びTBA（チオバルビ
ツール酸）試験紙を用いて3日後の脂質酸化度を予測できる流通に向けての簡易な評価手法を開発した。 

③ 褐毛和種牛肉の熟成程度を異なるアミノ酸含量の比で示す「熟成指標」を開発した。さらに迅速かつ極め
て微量なサンプル量で、アミノ酸含量を分析、同様の「熟成指標」を簡単に算出できることを明らかにした。 

④ 消費者が放牧牛肉に付加価値を感じて払う割り増し価格（プレミアム）が45％増しであることを明らかにし
た。その場合に暖地無積雪地域、高標高寒冷地域および亜熱帯地域のいずれでも放牧肥育は慣行肥育
と同等以上の収益性が見込めることを示した。 

〔研究グループ〕 
 農研機構九州沖縄農業研究センター、東北農業研究セン 
ター、熊本県農業研究センター、琉球大学農学部、帯広 
畜産大学畜産学部、東海大学農学部、京都大学大学院 
農学研究科、日本あか牛登録協会 
〔研究総括者〕九州沖縄農業研究センター 小林 良次 

① 飼料自給率80％以上の褐毛和種の放牧肥育技術は、肉牛肥育の飼料自給率向上や耕作放棄地・低未
利用地の活用に貢献する。 

② 褐毛和種を用いた周年放牧肥育技術によって良質な赤身牛肉を生産できる技術が、九州から亜熱帯地
域で開発されたことによって、赤身牛肉を求める国民のニーズに応えることができる。 

 

九州、亜熱帯 

農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業（実用技術開発ステージ）/研究紹介２０１６ 

１ 研究の背景・目的・目標 

２ 研究の内容・主要な成果 

３ 開発した技術･成果の実用化・普及の実績及び取り組み状況 

４ 開発した技術・成果が普及することによる国民生活への貢献 

公表した主な特許・品種・論文 

キーワード 肉牛、褐毛和種、周年放牧、赤身牛肉・生産技術、肉質評価 

①中村好德他．離乳後より周年放牧肥育技術を適用して生産された褐毛和種および黒毛和種去勢雄牛の産肉量の
比較．日本暖地畜産学会報 58，261-266（2015） 

②金子 真他．周年放牧肥育牛による放牧草地での牧草摂取量．日本草地学会誌 61. 234-238（2016） 
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問い合わせ先：農研機構 九州沖縄農業研究センター産学連携室 TEL０９６－２４２－７６８２ 

（25051C）周年放牧等を活用した国産良質赤身牛肉生産・評価技術の開発 

研究の達成目標 

主要な成果 

実用化・普及の実績及び取り組み状況 

国民生活への貢献 

周年放牧体系の高栄養化を図り国産飼料率80％以上を実現し、褐毛和種赤身牛肉の特質を
表現できる評価手法を開発する。 

消費者は放牧肥育牛肉を市場流通価格より45％高く買ってもよいと考えている 
                      
   この条件ならば、放牧肥育は慣行肥育と同等以上の収益性が見込める 

①現地実証試験農家は継続して放牧肥育取り組む意向で牛 
7頭を放牧中。 
②生産者向け技術マニュアル（暖地無積雪地域向け）、消費
者向けレシピ集を刊行し、生産や消費（飲食店・消費者）の双
方に対して普及推進を図る。 

① 飼料自給率80％以上の褐毛和種の放牧肥育技術は、 

 肉牛肥育の飼料自給率向上や耕作放棄地・低未利用地の活用に貢献する。 

② 褐毛和種を用いた周年放牧肥育技術によって良質な赤身牛肉を生産できる技術が、九州から 

 亜熱帯地域で開発されたことによって、赤身牛肉を求める国民のニーズに応えることができる。 

 

３ 消費者が放牧牛肉に付加価値を感じて払う割り増し価格（プレミアム）を明らかにした 

１ 多様な気候条件における褐毛和種周年放牧肥育技術を開発した 

２ 褐毛和種赤身牛肉の特質を表現できる評価手法を開発した 

○消費者アンケート調査 
         （WEB）      
○新しい生物経済モデル 

暖地無積雪地域（技術高度化） 高標高寒冷地域 （適地拡大） 亜熱帯地域 （適地拡大） 
永年性寒地型牧草放牧 

国産飼料 
 １００％ 

国産飼料 
  ８５％ 

国産飼料 
 １００％ 

出荷時体重 
６９７→７４７kg 

出荷時体重 
 ６９７kg  

出荷時体重 
 ６１２kg  

夏季の高栄養暖地型牧草放牧 
＋秋から冬季の寒地型牧草放牧 

春から冬の永年性暖地型牧草放牧 
＋秋から春の寒地型牧草放牧 

補助飼料（ビール
粕と砕米主体の
発酵TMR） 

赤身牛肉の総筋肉面積は、格付け半丸重量
・皮下厚さに加えて広背筋・僧帽筋厚から推
定できる手法を開発した  

放牧肥育牛肉
は赤身（筋肉）
が多い 

放牧赤身牛肉3日後
の脂質酸化度を１日
で予測手法を開発し
た 

放牧牛の赤身肉は脂質酸化が速い 

放牧赤身牛肉の熟成度がわかる 
「熟成指標」を開発した 

放牧褐毛和種赤身牛肉（ロース）が熟成期間
が長いほどうまみ成分である遊離アミノ酸の
総量が多くなる 
この間あまり変化しないアミノ酸（アンセリン）
と安定的に増加するアミノ酸（ロイシン）があ
ることを見いだした  

パリセードグラス 

トウモロコシサ
イレージと焼酎
粕濃縮液など 

＋自給粗飼料とエコフィード 
＋冬の乾草＋飼料用米と配合飼料 ＋飼料用米とエコフィード 

ジャイアントスターグラス 
オーチャードグラス
主体草地 

粉砕した 
飼料用玄米 

テルペノイド類（牧草
臭）やラクトン類（甘
い香り）は脂肪組織
に、ヘキサデカナー
ルは筋肉組織に多い 

放牧褐毛和種牛肉 

試料＋塩化カリウム 

ホモジナイズ 

試験紙を浸潤 
加熱 

試験紙のa*値を測定 
（a*値：赤色の強さを表す） 試験紙の発色の様子 

画像解析による褐毛和種
牛肉の筋肉面積測定 

イタリアンライグラス イタリアンライグラス 

僧帽筋 
広背筋 
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